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toilet_lunch



  

突然ですが



  

「私の志集」
という物を
ご存知でしょうか



  

今日はLTというより



  

お願いをしに
参りました



  

皆さんへの
お願いの前に



  

志集入門を。



  

というわけで……



  



  

志集とは？
西新宿のユニクロ前
高架下で手売りされている詩作品(1冊300円)のこと。



  

作品そのものよりも、高架下の柱での
周りと一線を画す立ち姿が目立っており、
2006年にはその特異さから
「私の志集 三〇〇円」という短編映画まで制作されている。

「日疋信」「日疋冬子」夫妻による共著で
主に冬子氏が現地販売を行っている。
新刊の刊行ペースはおよそ半年に1回、
20時～24時を中心に販売が行われている（本人確認済み）

志集とは？



  

なぜ「志」？

詩
は

　 

志
で

 
 

あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い

（
巻
頭
言
よ
り
抜
粋
）



  

著者(google調べ)

日疋 信(86)

 昭和20年頃から街頭詩人として活動を始める

 妻の死をきっかけに現在の「私の志集」が発刊(1980年前後)

 ほぼ同時期に冬子氏と再婚し（?）今に至る

日疋 冬子(49)

 2?歳頃、当時60歳近い日疋氏と籍を入れる

 信氏の前妻の意志を継ぎ街頭売りを行う

 新宿を中心に売り場を変えながら現在に至る



  

志集を買った
2009年7月6日
・新宿でエヴァ破を見た帰りに初遭遇
・第一印象は「怖い」
・異常に興味がわく
・一度通り過ぎたが戻って購入
・作品の内容 ： 破滅的（いろいろな意味で）

2009年7月7日
・バックナンバーを買いに再び新宿へ
・時間帯を間違えて会えず
・再戦を誓う

2009年7月8日
…



  



  



  



  



  



  

第一号     題名未定 -妻の死-
第二号     石に咲く（絶版）
第三号     続・題名未定 -妻の死-
第四号     生と死の共奏（絶版）
第五号     続々・題名未定 -妻の死-
第六号     物質文明宿命の法則
第七号     生贄のためにまで
第八号     つきなんとぞ思う
第九号     苦悩に満ちて
第十号     志集を求めよ
第十一号   終焉
第十二号   焦土の上に
第十三号   濁流
第十四号   詩人の使命
第十五号   旅の行方は原点
第十六号   死ぬことよりも
第十七号   一滴の水
第十八号   隣人の禁句
第十九号   終りを急がしめよ
第二十号   流れは止まらない
第二十一号 無い言葉が何をする

第二十二号 夢の覚める時
第二十三号 炎の樹海
第二十四号 実験現場
第二十五号 冬
第二十六号 不死鳥
第二十七号 宝物の消えぬ間に
第二十八号 真紅の津波
第二十九号 その後の夏
第三十号   水平線
第三十一号 激痛がかくされていた
第三十二号 最後の化け物
第三十三号 死なない
第三十四号 無い詩
第三十五号 屍となって現われる
第三十六号 終り無き息の根
第三十七号 樹氷の林
第三十八号 夜風
第三十九号 宿命は風の中に
第四十号   景色
第四十一号 その向こう側
第四十二号 人間が流れている

バックナンバーリスト



  

残りが
     欲しい



  

1冊1000円まで
出します！！！



  

情報はこちらまで

toilet.lunch@gmail.com



  



  

mirakuiさん
kasahiさん

ご転職おめでとう
ございました！



  おしまい
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